
1　事業の概要

①　成果目標（H24)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（繰入金）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

6公園6公園 6公園 達成

合計 87,057 140,754 88,774

Ｈ２４
H25

目標
達成状況

　　３　ゆとりある住環境の形成 実施期間 S50

現況

（見込）
目標 成果

～

項目

事業実施箇所数

H25

（当初） （決算） （当初）

事業番号 10 07 07 事業改善シート （２４年度実施事業分）　　□予算要求　　□予算案　　　■点検

事　業　名 県単公園事業費県単公園事業費県単公園事業費県単公園事業費

担

当

課

部局 建設部

既存公園施設について、健全な状態に改修・改善を行うことにより、住民福祉の増進に寄与する。

平成24年度は、駒場公園、風越公園、飯田運動公園、南信州広域公園、松本平広域公園及び烏川渓谷緑地の６公園にて実施する。

　既存公園施設を健全な状態に改修・改善を行うことにより、住民福祉の増進に寄与する。

　また、一部の都市公園は地域防災計画で避難施設・避難地として指定されていることから、避難地等としての防災機能の向上を図る。

　県営都市公園は最も新しい公園で設置後10年以上、ほとんどの公園が２０年以上経過しているため各施設の老朽化が進行している。

このため、計画的な改修・改善が必要となっている。

成果目標の達成状況

目指す姿

現状

課・室 都市計画課

＜参考＞

総合５か年

計画

プロジェクト  E-mail toshikei@pref.nagano.lg.jp

５－２　快適で暮らしやすいまちづくり

県が関与

する理由

■法令等義務 □内部管理 □県でなければ実施不可　【左記の説明、根拠法令等】

□民間、市町村でも実施可能だが、県関与の必要性有 都市公園法第２条の３、第１２条の２

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

改修・改善 直接 県営都市公園6公園の老朽化施設等の改修・改善 87,057 140,754 88,774

110,438

6公園

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H24事業実績

H24

60,188 87,057 88,774

21,664

53,926

補正予算 157,337 97,961 -1,149

214,008 162,418合計（A) 217,503

132,226 185,027 162,418 110,438

予

算

額

前年度繰越 6,240 55,859 76,510

当初予算

30,000 28,981

161,644 137,498 140,754

概　算

人件費

1.48 1.31 1.32 1.23

12,309

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

区　　分（単位：千円） 22年度 23年度 24年度24年度24年度24年度 25年度

Aの

財源

55,277

10,818 10,901 10,158

 概算事業費（B（A）+C） 173,953 148,316 151,655 120,596

施策の総合的展開

４－１　地域防災力の向上

　　５　災害に強い建物・道路等の整備

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか。

　　□ 事業を実施しない　　　　　□ 事業を見直して実施　　　　　■ 事業を現行どおり実施

　平成25年度においても、６公園の老朽化施設の改修・改善を実施する。

平成26年度以降については、平成25年度に策定する公園施設長寿命化計画に沿って老朽化施設の改修・改善工事を計画的に進め、併

せてライフサイクルコストの縮減に努めてゆく。

目標に対

する成果

の状況

　県営6公園において、各施設のバリアフリー化や、老朽化した遊具、案内板、ベンチ等の更新、照明のLED化等を行い、公園利用者の

安全性、快適性を向上させるとともに、ライフサイクルコストの削減も行うことができた。


